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「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【翔陽中校区の小学校】

２ 目標、目指す子ども像
【目標】
中学校進学後に不登校になる生徒が増加する傾向があることから、校内教育支援センターの整備・運用

を含めた中核校の取組を連携校と共有し、学校間の円滑な接続を図る。

【翔陽中エリアの目指す子ども像】
ふるさとを愛し、地域づくりに貢献する人をめざして

翔陽中学校（全校生徒497名）

連携校

※小６の数は連携校の不登校の人数

【不登校児童生徒数の推移】



３ 今年度の取組①

校内教育支援センター（オリナス）の整備

○ 安心して生活できるよう、個別学習スペース、協働学習スペース、リラックススペースを設けている。

○ 周りの目が気になる生徒もいることから、生徒玄関以外からも登校できるようにしている。

４ 取組のポイント

・ＰＣ室を校内教育支援センターとして活用した。教
室環境の整備は４月から始め、６月に開設した。

・安心して生活ができるように、スペースを分けると
ともに、温かみを出すために、観葉植物や人形を置
くなどした。

・周りの目が気になる生徒もいることから、インター
フォンを設置し、非常口から登校できるようにした。

【校内教育支援センターの様子】



３ 今年度の取組①

【不登校支援チーム会議の様子】

校内教育支援センター（オリナス）の運用までのプロセス

○ 不登校支援チームを中心とし、校内教育支援センターの設置に向けた取組を行ってきた。

○ 取組を進める上で決めなければならないことが多くあったが、これまでの好事例を参考にした。

４ 取組のポイント

校内教育支援センター設置までに取り組んだ内容

・本指定事業の意義の共有
・不登校生徒の実態把握
・校内教育支援センターのイメージの共有
・開設時間
・常駐する教職員
・利用対象の生徒
・対象となる保護者へ周知する方法
・利用手続き
・利用の仕方
・１日の流れ

教育相談Ｃo、学年主任、教頭、主幹教諭、養護教諭



３ 今年度の取組②

相談体制の充実･･･主な相談窓口の周知

○ 教室に掲示することにより、いつでも信頼のできる相談機関を見ることができるようにしている。

○ 生徒に対し、先生に直接・SNS・メール・電話など、相談する方法が多くあることを知らせ
ている。

４ 取組のポイント

・主な教育相談窓口一覧として、「翔陽中の先生に相
談」「信頼できる機関にSNS等で相談」「信頼でき
る機関に電話で相談」とカテゴリーを分け、学級に
掲示している。

・いじめアンケートにおいて、相談相手として「ネッ
ト友達」と回答する生徒がいることから、相談する
相手として、誰がふさわしい相手なのかを考えさせ
る取組を行っている。

【学級掲示している相談窓口一覧】



３ 今年度の取組②

相談体制の充実･･･ICTを活用した取組

○ 相談したい先生を選べるようにして、自分の悩みに応じた相談相手につなげられるようにしている。

○ ICTを使って相談できるようにして、先生に直接話しかけるのが苦手な生徒でも相談しやすくしている。

４ 取組のポイント

・相談方法の一つとして、ICTを活用し「翔陽中版お悩
みポスト」を設置している。

・１学期のはじめの学活の授業で、相談の方法の一つ
として紹介するとともに、カードを配付した。

・相談相手として、校長、養護教諭、生徒指導部長が
選ばれ、対応したケースもある。

【全校配付しているカード】



３ 今年度の取組③

学習指導と生徒指導の一体化･･･重点との関連

○ 学校経営の重点目標が本事業と関連付けた取組になっていることから、全職員に取組が浸透しやすい。

○ 学習指導と生徒指導の一体化を意識した取組を進めることから、発達支持的生徒指導の充実が図られやすい。

４ 取組のポイント

今年度の学校の重点目標を「自己指導能力の育成」と
し、生徒指導の実践上４つの視点を踏まえ、学習指導
と生徒指導の一体化を目指している。

① 自己存在感の感受
② 共感的な人間関係の育成
③ 自己決定の場の提供
④ 安全安心な風土の醸成

【グランドデザインの一部】



３ 今年度の取組③

学習指導と生徒指導の一体化･･･分掌の取組

○ 各分掌の取組が４つの視点を踏まえ、「みんなが安心して学ぶことができる学校づくり」につながっている。

○ 研修部の取組として「個人研究テーマを設定」することにより、全職員が自分事として捉えている。

４ 取組のポイント

【校内研修で使用したスライド】 【教務部発行の授業通信】



５ 成果と課題

【成果】

・校内教育支援センターを設置したことにより、これまで学
校に登校できなかった生徒が、登校できるようになった。

・不登校の前兆が見られた段階で、校内教育支援センターを
使用したことにより、学習の遅れを最小限にとどめること
ができた。

・個の学習状況に応じた支援を行ったことにより、高校進学
後の学習の遅れに対する不安を軽減することができた。

【課題】

・校内教育支援センターに登校できるようになったが、学習
の支援にまで至らなかった生徒もいることから、生徒や保
護者の意向を踏まえつつ、学習環境を提供する必要がある。

・人間関係で悩みをもち不登校になった生徒もいることから、
ソーシャル・スキル・トレーニング等の社会性の発達を支
援するプログラムを実施する必要がある。

「校内教育支援センターの整備・運用」についての成果と課題

【校内教育支援センターの利用者数の推移】

※（ ）は前年度不登校の人数 令和７年12月８日現在

【校内教育支援センターの利用者の内訳】



５ 成果と課題

【成果】

・「翔陽版お悩みポスト」を設置したことにより、直接先生に話
しかけにくい生徒の悩みに対応することができた。

・相談窓口を示すことや、信頼できる大人であれば誰でも相談し
てよいと伝えたことにより、校長・養護教諭・生徒指導部長等
の学校内や、講演会講師等の学校外における人材との相談につ
なげることができた。

・長期休業前後に「心と身体のチェックリスト」を実施し、生徒
と面談する機会を設定したことにより、生徒の悩みに早期に対
応することができた。

【課題】

・教師等に相談できないまま、不登校になった生徒もいることか
ら、SOSの出し方に関する教育を一層充実させる必要がある。

・不登校生徒の保護者から不安や心配事を聞く機会があったこと
から、保護者を支援する体制を整備する必要がある。

「相談体制の充実」についての成果と課題

10.8

7.7

0

2

4

6

8

10

12

R7.5月 R7.9月

嫌な思いをしたとき、誰にも相談しない
％

84.2
85.5

80

81

82

83

84

85

86

R6.8月 R7.8月

％ 先生方は生徒の悩みやわからないことなどに対して、相談
にのってくれたり、教えてくれたりしている（肯定的）

【相談に関係する調査結果】



６ 次年度以降の取組に向けて

○ 校内教育支援センターにおける指導の充実

・居場所としての機能だけではなく、学習の意欲
を高め、資質・能力の育成につながる指導の充
実が図れるよう、組織的な取組を充実させる。

○ 不登校生徒の保護者支援

・保護者の不安や心配事を聞き取ったり、親の会
の実施や保護者同士の学習会を紹介したりする
などして、保護者支援を行う。


